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検査完了後に撮影

あ
の
頃
、思
い
出
の
現
場

若
築
建
設
株
式
会
社　

執
行
役
員
大
阪
支
店
長

　
１
９
８
３
年（
昭
和
58
）に
大
学

を
卒
業
し
、
若
築
建
設
に
入
社
し

ま
し
た
。
入
社
式
後
に
大
阪
支
店

姫
路
工
事
事
務
所
へ
の
配
属
が
決

ま
り
、
そ
の
日
の
う
ち
に
新
幹
線

で
姫
路
駅
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。

駅
に
は
先
輩
社
員
が
迎
え
に
来
て

く
れ
て
い
て
、
田
ん
ぼ
の
真
ん
中

に
あ
る
２
階
建
て
の
プ
レ
ハ
ブ
の

工
事
事
務
所
に
連
れ
て
行
か
れ
ま

し
た
。
こ
れ
が
現
場
人
生
の
始
ま

り
で
す
。

　
現
場
は
国
鉄（
現
Ｊ
Ｒ
）の
仕
事

で
、
山
陽
本
線
の
下
の
河
道
を
拡

幅
す
る
工
事
。
施
工
は
線
路
下
の

ト
ン
ネ
ル
断
面
を
箱
型
中
空
鋼
製

エ
レ
メ
ン
ト
で
取
り
囲
み
覆
工
す

る
Ｕ
Ｒ
Ｔ
工
法
が
採
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
今
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
宿
舎
は
事
務
所
の
２
階
。

２
部
屋
あ
り
一
つ
が
所
長
で
も
う

一
つ
が
私
の
部
屋
。
こ
ん
な
環
境

で
す
か
ら
仕
事
漬
け
の
毎
日
で
し

た
。所
長
が
料
理
に
凝
っ
て
い
て
、

よ
く
所
長
の
手
料
理
を
ご
馳
走
に

な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
あ
れ
か
ら
38
年
。
海
上
工
事
を

中
心
に
、
共
同
溝
や
下
水
道
管
渠

シ
ー
ル
ド
工
事
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
現
場
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
土
木
屋
で
す
が
滋
賀
県
内

の
町
民
セ
ン
タ
ー
建
築
工
事
も
担

当
し
ま
し
た
。
海
上
工
事
で
は
関

西
国
際
空
港
１
・
２
期
、
阪
神
大

震
災
や
東
日
本
大
震
災
の
復
興
工

事
、
羽
田
空
港
Ｄ
滑
走
路
の
大
規

模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
携
わ
り
ま

し
た
。
ど
れ
も
思
い
出
深
い
現
場

で
す
が
、
な
か
で
も
関
西
国
際
空

港
進
入
灯
点
検
橋
工
事（
和
歌
山

側
）は
、
初
め
て
Ｊ
Ｖ
の
主
任
技

術
者
と
し
て
工
事
を
任
さ
れ
た
現

場
で
、
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。

　
工
事
を
受
注
し
た
の
は
１
９
９
２

（
平
成
4
）年
４
月
で
、
ち
ょ
う

ど
32
歳
の
時
で
す
。
飛
行
機
を

誘
導
す
る
た
め
の
進
入
灯
を
点
検

す
る
た
め
の
小
さ
な
橋
梁
を
滑
走

路
延
長
線
上
に
構
築
し
ま
し
た
。

陸
上
に
橋
台
１
基
、
護
岸
法
線
か

ら
約
５
０
０
ｍ
ま
で
の
海
上
に
橋

脚
８
基
を
施
工
し
、
そ
こ
に
工
場

製
作
し
た
単
純
箱
桁
、
３
径
間

連
続
箱
桁
、
４
径
間
連
続
ト
ラ
ス

橋
を
架
設
し
ま
し
た
。
橋
脚
は
鋼

管
４
本
を
１
セ
ッ
ト
と
し
た
斜
杭

基
礎
構
造
で
、
そ
の
上
部
を
巻

き
込
む
よ
う
に
箱
桁
の
上
部
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
ま
し
た
。

ど
の
工
種
も
初
経
験
で
し
た
。

　
一
番
苦
労
し
た
の
は
鋼
管
杭
の

打
設
で
す
。
当
時
、
杭
打
ち
船

の
位
置
決
め
に
利
用
す
る
Ｒ
Ｔ

Ｋ
―
Ｇ
Ｐ
Ｓ
も
、
打
設
管
理
シ

ス
テ
ム
も
あ
り
ま
せ
ん
。
杭
打

ち
船
や
鋼
管
杭
の
誘
導
か
ら
打

設
管
理
ま
で
全
て
既
設
護
岸
上

に
記
し
た
誘
導
点
、
水
準
点
か
ら

ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
と
レ
ベ
ル
で
の

視
準
が
基
本
で
し
た
。
斜
杭
は
あ

る
深
度
ま
で
は
自
沈
し
た
の
で
す

が
、
そ
れ
か
ら
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ハ

ン
マ
ー
で
打
設
し
ま
し
た
。た
だ
、

支
持
層
が
堅
く
、
打
設
完
了
時
に

チ
ャ
ッ
ク
を
外
す
と
杭
頭
が
跳
ね

上
が
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
後
の
杭

頭
の
結
構
作
業
は
苦
労
し
ま
し
た
。

　
橋
桁
を
据
え
付
け
る
法
線
と
沓

座
の
位
置
決
め
も
大
変
で
し
た
。

橋
脚
の
微
妙
な
揺
れ
に
加
え
、
陽

炎
が
邪
魔
を
し
、
測
量
の
た
び
に

落
と
す
点
が
変
わ
り
、
ど
れ
が
正

し
い
の
か
分
か
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
早
朝
の
凪
い
だ
時

間
帯
で
、
日
の
出
前
の
陽
炎
の
影

響
が
少
な
い
短
時
間
で
、
何
度
も

何
度
も
ポ
イ
ン
ト
を
出
し
ま
し
た

が
、
結
局
、
最
後
は
私
の
判
断
で

ポ
イ
ン
ト
を
決
め
ま
し
た
。
橋
桁

を
架
設
す
る
際
は
ド
キ
ド
キ
で
し

関
西
国
際
空
港
進
入
灯
点
検
橋
工
事（
和
歌
山
側
）

自
分
が
主
役
だ
と
思
っ
て
取
り
組
む

The project in my life

た
が
、許
容
誤
差
内
に
設
置
で
き
、

無
事
竣
工
を
迎
え
ま
し
た
。

　
竣
工
検
査
の
際
、
検
査
官
か
ら

検
査
終
了
を
告
げ
ら
れ
「
ご
苦
労

さ
ま
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た

時
、
思
わ
ず
涙
ぐ
ん
だ
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
先
日
、
約
30
年
ぶ
り

に
こ
の
進
入
灯
点
検
橋
に
行
く
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
と
変
わ

り
な
く
、
今
も
飛
行
機
を
誘
導
す

る
進
入
灯
を
き
ち
ん
と
支
え
て
い

ま
し
た
。
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
ま

し
た
が
、
橋
脚
の
脇
に
取
り
付
け

ら
れ
た
銘
板
に
施
工
業
者
と
し
て

当
社
名
が
書
か
れ
て
い
る
の
を

見
て
、
感
無
量
で
し
た
。

　
我
々
の
仕
事
は
形
に
残
る
だ

け
で
な
く
、
後
世
の
人
た
ち
に

も
役
立
つ
も
の
を
造
る
仕
事
で

す
。
若
い
人
た
ち
に
は
常
に
自

分
が
主
役
だ
と
思
っ
て
、
誇
り

と
自
信
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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　北海道支部安全委員会は、7人の安全委員に事務局
担当者を加えた 8人で組織を構成しています。年 2回
の定例会議の開催、国土交通省北海道開発局の港湾事
務所が施工会社と運営する工事安全連絡協議会への協
力および、合同の安全パトロールへの参加、埋浚協本
部支部の安全担当者合同会議や合同安全パトロールを
実施しています。
　港関係 7団体共催による安全管理講習会の開催と
いった取り組みを通じて、港湾工事の事故防止と安全
性向上に貢献することを目的に活動を実施しています。
　会員企業各社が道内に置く拠点の規模は全国の中で
は比較的小さく、職員数が多くないこともあり、技術
委員会の委員と兼務しながらも、北海道の地域特性を
踏まえた支部活動の展開に努めています。ただ、新型
コロナウィルス感染症防止のため昨年度から思うよう
に活動ができていないのが実情です。今年度は、11 月
に北海道開発局の紋別港湾事務所工事安全連絡協議会
に当支部安全委員会の委員を講師として派遣し、2現
場の「工事安全パトロール」および、海上工事の事故防
止対策をテーマに安全講話をさせて頂きました。同じ
く昨年は、新型コロナ感染症対策を行いながら、室蘭
港湾事務所工事安全連絡協議会から依頼を受け、海上
工事における安全対策についての講演を行いました。
道内の港湾事務所工事安全協議会から依頼を受けた安
全講話の講師は、当支部安全委員会の委員が当番制で
対応しています。

　本部支部合同安全パトロールは 2020（令和2）年2 月
に、函館港-10m泊地浚渫工事（発注 : 北海道開発局函
館開発建設部、施工 : 五洋建設札幌支店）を対象に本・
支部から計 4人が参加して行いました。函館港若松地
区岸壁整備に伴う-10m泊地を暫定供用するため、泊
地を-9.0m まで浚渫し、浚渫土砂をカルシア改良し、
西防波堤内側へと投入する工事でした。当日は、強風・
降雪のために作業が中止となり、海上や陸上の作業状
況は確認できませんでしたが、使用重機やカルシア改
質材の仮置状況、改質材投入時に使用する改質材海中
落下防止設備を確認しました。
　昨年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
札幌市内のホテルで開いた港関係 7団体共催の安全管
理講習会の参加者を絞りました。密を避けるためにオ
ンライン配信も行い、ハイブリッド形式で開催するこ
とができました。北海道開発局港湾空港部港湾建設課
の担当者に「港湾空港漁港工事の安全対策について」、
北海道労働局労働基準部安全課の担当者に「建設工事
における労働災害防止について」、それぞれ講演して
頂きました。
　北海道内での港湾工事は、特に冬季に厳しさを増す
ことから、厳冬期の作業には特段の注意が求められま
す。加えて、凍結路面での転倒や自動車のスリップ事
故にも十分な注意が必要です。このため例年、12 月か
ら3月までの4ヵ月間を重点期間と定めて「冬季災害ゼロ」
を目指した取り組みの実践を呼び掛けています。

日本埋立浚渫協会・支部安全委員会だより（北海道支部）

昨年 2月の港関係７団体共催で開催した安全管理講習会 紋別港湾事務所工事安全連絡協議会「工事安全パトロール」
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